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日本におけるジオパーク活動の現状

Geopark activities in Japan
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　地震、火山噴火、土砂災害などが多発する日本列島では、地球科学は国民の生命の安全に関わる科学であり、本来
市民にもっとも親しまれ活用されるべき科学である。しかし、現状はそうではない。
ジオパークは、科学的に重要な地形・地質と言った地質遺産を保全するとともに、研究・教育・普及に生かし、ジオ

ツーリズムを通じて地域振興を図るという活動である。地球科学がもっと社会で活用されることを目指して、日本地質
学会、産総研を中心としてジオパークという枠組みの広報と普及が行われてきた。
　 2005年にジオパーク設立推進委員会が日本地質学会に設立された。2006年に国際惑星地球年 (IYPE)が国連総会で

決議され、そのキャッチフレーズが「社会のための地球科学」と決まると、ジオパークの推進は、日本における IYPEの
主要な活動の一つであると位置付けられた。2005年から 2006年にかけて開催された NPO法人地質情報整備・活用機構
が開催したGeoForum、2007年 2月の第四紀学会、同年 5月の地球惑星連合大会ユニオンセッションなどでジオパークが
紹介された。学界と地域でのジオパーク推進への機運の高まりが 2007年 6月に朝日新聞科学面で大きく取り上げられ、
地域でのジオパーク設立とGGN加盟申請への動きが加速した。糸魚川市が呼びかけて、2007年 12月にジオパーク設立
を目指す地域により日本ジオパーク連絡協議会が設立され、地域自らの力による推進活動が始まった。
　現在ジオパーク設立を準備している地域には、博物館などを中心に、ジオツーリズム的な活動をすでに行っている地

域が多い。たとえば、有珠山周辺地域では、2000年噴火以降エコミュージアムとして有珠・洞爺湖周辺の火山を含めた
自然を学ぶ旅を推進してきている。また、糸魚川ではフォッサマグナミュージアムを中心として、1991年からジオパー
クとして野外活動などを行っている。小規模ではあるが、活発に活動している地学系博物館は各地にあり、ジオパーク
の枠組みが今後そのような博物館のさらなる活性化に利用できるだろう。
　この講演要旨を執筆している時点では、日本ジオパーク委員会 (JGC)の設立を準備中である。さらに、日本ジオパー

クネットワーク (JGN)を設立して日本のジオパーク運動の核としようという構想が進行中である。JGCは地域のジオパー
ク（計画）を審査し、JGN加盟を認定するとともにきちんと活動しているか定期的に再評価し、JGN加盟ジオパークの
中からGGN加盟申請候補を推薦する。JGNは日本のジオパーク活動の中心であり、ジオパークのレベルアップのための
ワークショップなどを開催するとともに、ジオパーク全体の広報活動を行う。日本ジオパーク連絡協議会が JGNの母体
となると期待される。
　これまでの推進活動はもっぱらジオパークという仕組みの広報活動であった。そのため、今のところ具体的なジオ

パークの構想に関しては、それぞれの地域に任されている。そのため、活動のレベルは地域ごとに様々である。今後関
連学会の協力のもと、各ジオパーク（を目指す地域）の支援をしていくことが必要である。また、日本のジオパークが
保護と地域振興を両立した良い方向に進むよう、JGCが評価機関としての役割をきちんと果たせるような委員会となる
ことが重要である。


